





























































を 2回接種するよう変更した。接種時期は生後 90日以降、そして最初の接種から 5年以
後であった。1回目の牛痘が不善感［種痘の効果が現れず免疫が生じない状態─訳者注］の場
合、再び接種しなければならない。再種痘の時期が 5年後になったのも日本の場合とは異




























　総統府の期待が裏切られたのは 1919～ 20年の時期であった。1919年には 2140人の患者、
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